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今
年
四
月
に
開
始
さ
れ
た
日
米
貿
易
交
渉
が
九
月
二
五
日
の
日
米

首
脳
会
談
に
お
い
て
合
意
に
至
り
、「
日
米
貿
易
協
定
」
と
「
日
米

デ
ジ
タ
ル
貿
易
協
定
」
が
一
〇
月
七
日
に
署
名
さ
れ
た
。
米
国
で
は

議
会
承
認
が
不
要
な
た
め
、
日
本
で
現
在
開
会
中
の
臨
時
国
会
（
第

二
〇
〇
回
国
会
）
で
承
認
さ
れ
れ
ば
、
両
協
定
は
来
年
早
々
に
も
発

効
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。
な
お
、
日
本
で
は
、
両
協
定
の

実
施
に
当
た
っ
て
新
た
な
立
法
措
置
お
よ
び
予
算
措
置
は
不
要
な
た

め
、
関
連
法
案
は
な
い
。

み
ず
ほ
総
合
研
究
所
主
席
研
究
員

菅
原
淳
一

ス
ピ
ー
ド
重
視
で
行
わ
れ
た
日
米
貿
易
協
定
交
渉
。

「
互
い
に
実
を
取
っ
た
交
渉
」
と
も
評
価
で
き
る
が
、

Ｗ
Ｔ
Ｏ
協
定
上
の
疑
義
も
指
摘
さ
れ
る
。

牛
肉
・
豚
肉
の
自
由
化
カ
ー
ド
を
既
に
切
っ
た
日
本
は
、

厳
し
い
「
第
二
段
階
」
の
交
渉
を
余
儀
な
く
さ
れ
よ
う
。

「
第
一
段
階
」と
し
て
の

日
米
貿
易
協
定

す
が
わ
ら　

じ
ゅ
ん
い
ち　
一
九
九
六
年
富
士

総
合
研
究
所
（
現
・
み
ず
ほ
総
合
研
究
所
）

入
社
、
国
際
調
査
部
研
究
員
、
政
策
調
査
部

主
任
研
究
員
な
ど
を
経
て
、
二
〇
一
六
年
よ

り
現
職
、
通
商
政
策
担
当
。
経
済
協
力
開
発

機
構
（
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
）
日
本
政
府
代
表
部
専
門

調
査
員
（
〇
一
〜
〇
四
年
）
を
務
め
た
。

10月7日、日米貿易協定に署名
する杉山晋輔駐米大使とライトハ
イザー通商代表。会場にはトラン
プ大統領の姿も（AP／アフロ）
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日
米
デ
ジ
タ
ル
貿
易
協
定
は
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
＋
α
」

　

今
回
、
日
米
貿
易
協
定
と
と
も
に
日
米
デ
ジ
タ
ル
貿
易
協
定
が
署

名
さ
れ
た
の
は
、
日
米
間
の
意
見
の
相
違
が
小
さ
く
、
昨
年
九
月
の

日
米
首
脳
会
談
に
お
け
る
共
同
声
明
（
以
下
、
一
八
年
声
明
）
に
あ

る
「
早
期
に
結
果
を
生
じ
得
る
」
分
野
と
し
て
デ
ジ
タ
ル
貿
易
が
取

り
上
げ
ら
れ
た
た
め
で
あ
る
。

　

同
協
定
は
、
昨
年
一
一
月
末
に
署
名
さ
れ
た
米
墨
加
協
定
（
Ｕ
Ｓ

Ｍ
Ｃ
Ａ
）
の
デ
ジ
タ
ル
貿
易
章
（
第
一
九
章
）
を
お
お
む
ね
踏
襲
し
、

こ
れ
に
Ｕ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
は
金
融
サ
ー
ビ
ス
章
（
第
一
七
章
）
や
附
属

書
に
置
か
れ
て
い
る
規
定
を
取
り
込
ん
だ
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
Ｕ

Ｓ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
デ
ジ
タ
ル
貿
易
章
は
、
環
太
平
洋
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
の
電
子
商
取
引
章
（
第
一
四
章
）
を
土
台
に
追
加
的
内

容
を
含
ん
だ
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
よ
っ
て
、
今
回
日
米
両
国
は
、

Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
内
容
に
加
え
て
い
く
つ
か
の
追
加
的
な
内
容
に
つ
い
て
合

意
し
た
こ
と
に
な
る
。

　

昨
年
一
二
月
に
米
通
商
代
表
部
（
Ｕ
Ｓ
Ｔ
Ｒ
）
が
公
表
し
た
〈
対

日
貿
易
交
渉
目
的
〉
は
、
デ
ジ
タ
ル
貿
易
に
つ
き
、
①
デ
ジ
タ
ル
・

プ
ロ
ダ
ク
ト
へ
の
関
税
不
賦
課
、
②
電
子
的
に
送
信
さ
れ
る
デ
ジ
タ

ル
・
プ
ロ
ダ
ク
ト
の
無
差
別
待
遇
、
③
越
境
デ
ー
タ
移
転
の
制
限
や

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
関
連
設
備
の
設
置
・
利
用
要
求
を
禁
ず
る
最
先
端
の

約
束
の
確
立
、
④
ソ
ー
ス
コ
ー
ド
及
び
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
の
政
府
に
よ

る
開
示
要
求
を
禁
止
す
る
規
定
の
導
入
、
⑤
第
三
者
の
コ
ン
テ
ン
ツ

に
対
す
る
オ
ン
ラ
イ
ン
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
知
的
財
産
権
以
外

の
民
事
責
任
を
制
限
す
る
ル
ー
ル
の
確
立
、の
五
点
を
求
め
て
い
た
。

こ
の
う
ち
、
⑤
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
は
規
定
が
な
く
、
④
に
つ
い
て
は
Ｔ
Ｐ

Ｐ
で
対
象
と
さ
れ
た
ソ
ー
ス
コ
ー
ド
に
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
が
加
え
ら
れ

て
い
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
Ｕ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
Ａ
に
規
定
が
あ
り
、
日
米

デ
ジ
タ
ル
貿
易
協
定
に
も
盛
り
込
ま
れ
た
。

　

同
協
定
は
、
デ
ジ
タ
ル
貿
易
に
関
す
る
通
商
協
定
と
し
て
は
、
Ｕ

Ｓ
Ｍ
Ｃ
Ａ
と
並
ん
で
最
も
高
い
水
準
の
ル
ー
ル
を
盛
り
込
ん
だ
も
の

と
な
っ
て
お
り
、
世
界
貿
易
機
関
（
Ｗ
Ｔ
Ｏ
）
に
お
け
る
電
子
商
取

引
ル
ー
ル
の
議
論
な
ど
、
デ
ジ
タ
ル
貿
易
に
関
す
る
国
際
ル
ー
ル
策

定
の
取
り
組
み
、
い
わ
ゆ
る
「
大
阪
ト
ラ
ッ
ク
」
で
の
日
米
協
力
の

基
盤
と
な
る
も
の
と
み
ら
れ
る
。

　

な
お
、
本
協
定
は
、
日
本
で
は
国
会
承
認
が
必
要
と
な
る
が
、
米

国
で
は
行
政
協
定
と
し
て
議
会
承
認
が
不
要
と
な
っ
て
い
る
。

「
ウ
ィ
ン
・
ウ
ィ
ン
」
か
、「
不
平
等
」
か

　

日
米
貿
易
協
定
は
、
か
つ
て
日
本
政
府
が
こ
れ
を
「
日
米
物
品
貿

易
協
定
（
Ｔ
Ａ
Ｇ
）」
と
呼
ん
だ
よ
う
に
、
物
品
貿
易
（
市
場
ア
ク

セ
ス
及
び
原
産
地
規
則
）
の
み
を
対
象
と
す
る
協
定
で
あ
り
、
全
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一
一
条
と
日
米
そ
れ
ぞ
れ
の
附
属
書
か
ら
成
っ
て
い
る
。同
協
定
は
、

日
米
両
国
が
国
内
手
続
を
完
了
し
た
こ
と
を
書
面
で
相
互
に
通
告
し

た
日
の
三
〇
日
後
、
ま
た
は
両
国
が
決
定
す
る
日
に
効
力
を
生
ず
る

と
さ
れ
て
い
る
（
第
九
条
）。

　

日
米
貿
易
協
定
に
つ
い
て
は
、日
米
双
方
に
と
り
「
ウ
ィ
ン
・
ウ
ィ

ン
」
の
内
容
と
な
っ
て
い
る
と
の
声
も
あ
れ
ば
、
米
国
に
一
方
的
に

有
利
な
「
不
平
等
条
約
」
で
あ
る
と
の
声
も
あ
り
、
評
価
が
大
き
く

分
か
れ
て
い
る
。
こ
の
点
を
日
米
両
政
府
の
交
渉
に
お
け
る
立
場
か

ら
み
れ
ば
、
同
協
定
は
、
日
米
双
方
が
最
も
望
ん
で
い
た
成
果
を
互

い
に
実
現
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。

　

一
八
年
声
明
で
日
本
は
、「
農
林
水
産
品
に
つ
い
て
、
過
去
の
経

済
連
携
協
定
で
約
束
し
た
市
場
ア
ク
セ
ス
の
譲
許
内
容
が
最
大
限
で

あ
る
」
と
の
立
場
を
明
ら
か
に
し
て
い
た
。
農
林
水
産
品
に
つ
い
て

日
本
が
こ
れ
ま
で
に
最
も
高
い
自
由
化
水
準
で
約
束
し
た
の
は
Ｔ
Ｐ

Ｐ
お
よ
び
日
Ｅ
Ｕ
（
欧
州
連
合
）
Ｅ
Ｐ
Ａ
（
経
済
連
携
協
定
）
で
あ

る
。
米
国
と
の
間
で
は
、
い
っ
た
ん
Ｔ
Ｐ
Ｐ
で
合
意
し
て
お
り
、
交

渉
で
米
国
が
Ｔ
Ｐ
Ｐ
で
の
水
準
を
上
回
る
自
由
化
を
求
め
て
く
る
か

ど
う
か
が
注
目
さ
れ
て
い
た
。
今
回
の
合
意
で
は
、
米
国
が
最
重
視

し
て
い
た
牛
肉
や
豚
肉
で
は
Ｃ
Ｐ
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
に
関
す
る
包
括
的
及
び
先
進
的
な
協
定
）
締
約
国
と
同
等
の

待
遇
を
認
め
た
半
面
、
コ
メ
は
除
外
す
る
な
ど
、
日
本
の
重
要
品
目

に
つ
い
て
Ｔ
Ｐ
Ｐ
と
同
等
か
そ
れ
以
下
の
自
由
化
水
準
で
の
約
束
に

と
ど
ま
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
日
本
に
と
っ
て
は
、
米
国
に
よ
る
自
動
車
・
同
部
品
の
輸

入
制
限
措
置
の
対
象
か
ら
日
本
を
除
外
す
る
こ
と
が
交
渉
の
最
重
要

課
題
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
自
動
車
産
業
は
日

本
の
基
幹
産
業
で
あ
り
、
自
動
車
・
同
部
品
は
対
米
輸
出
総
額
の
三

分
の
一
強
（
二
〇
一
八
年
実
績
で
約
五
・
五
兆
円
）
を
占
め
る
最
大

の
対
米
輸
出
品
目
で
あ
る
。
米
国
が
一
九
六
二
年
通
商
拡
大
法
第

二
三
二
条
に
基
づ
き
、
安
全
保
障
上
の
脅
威
と
な
る
お
そ
れ
を
理
由

に
、
日
本
の
自
動
車
・
同
部
品
に
追
加
関
税
や
数
量
制
限
を
課
す
こ

と
は
何
と
し
て
も
回
避
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
日
本
政
府
の
試
算
に

よ
れ
ば
、
米
国
が
自
動
車
・
同
部
品
に
二
五
％
の
追
加
関
税
を
課
し

た
場
合
、
日
本
の
関
税
支
払
額
は
約
一
・
九
兆
円
増
加
す
る
こ
と
に

な
る
（
一
八
年
対
米
輸
出
実
績
に
基
づ
く
）。
今
回
の
日
米
首
脳
会

談
で
の
共
同
声
明
（
以
下
、
一
九
年
声
明
）
に
は
、
日
米
両
国
は
日

米
貿
易
協
定
及
び
日
米
デ
ジ
タ
ル
貿
易
協
定
が
「
誠
実
に
履
行
さ
れ

て
い
る
間
、
両
協
定
及
び
本
共
同
声
明
の
精
神
に
反
す
る
行
動
を

取
ら
な
い
。」
と
い
う
一
八
年
声
明
と
同
様
の
文
言
が
盛
り
込
ま
れ
、

米
国
に
よ
る
自
動
車
・
同
部
品
の
輸
入
制
限
措
置
の
対
日
発
動
は
当

面
回
避
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
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日
米
間
で
の
自
由
貿
易
協
定
（
Ｆ
Ｔ
Ａ
）
締
結
に
つ
い
て
は
、
米

国
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
復
帰
が
最
善
策
で
あ
る
と
い
う
基
本
的
立
場
を
明
ら
か

に
し
て
い
た
日
本
が
、「
次
善
の
策
」
と
し
て
米
国
と
の
二
国
間
貿

易
協
定
の
交
渉
開
始
に
同
意
し
た
の
は
、
農
林
水
産
品
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
水

準
を
上
回
る
自
由
化
と
、
米
国
に
よ
る
自
動
車
・
同
部
品
の
輸
入
制

限
措
置
の
対
日
発
動
と
い
う
、
国
内
で
強
い
懸
念
が
も
た
れ
て
い
た

二
点
を
交
渉
に
よ
っ
て
回
避
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
見
込
め
た
た
め

だ
と
考
え
ら
れ
る
。
今
回
の
合
意
は
、
こ
れ
ら
を
実
現
す
る
も
の
と

な
っ
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

他
方
で
米
国
は
、
農
産
品
、
特
に
牛
肉
・
豚
肉
に
関
し
て
日
本
か

ら
Ｔ
Ｐ
Ｐ
水
準
の
自
由
化
を
早
期
に
勝
ち
取
る
こ
と
を
最
重
要
の
交

渉
目
的
と
し
て
い
た
。
日
本
が
昨
年
末
に
Ｃ
Ｐ
Ｔ
Ｐ
Ｐ
、
今
年
二
月

一
日
に
日
Ｅ
Ｕ
・
Ｅ
Ｐ
Ａ
を
発
効
さ
せ
た
こ
と
に
よ
り
、
米
国
の

輸
出
者
は
日
本
市
場
に
お
い
て
競
争
上
不
利
な
立
場
に
置
か
れ
て

い
た
。
特
に
牛
肉
や
豚
肉
で
は
、
Ｅ
Ｐ
Ａ
特
恵
関
税
率
が
適
用
さ

れ
な
い
の
は
事
実
上
米
国
の
み
と
な
っ
て
お
り
、
例
え
ば
、
牛
肉

の
関
税
率
は
現
在
、
米
国
産
向
け
は
三
八
・
五
％
で
あ
る
の
に
対
し
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
や
カ
ナ
ダ
な
ど
の
Ｃ
Ｐ
Ｔ
Ｐ
Ｐ
締
約
国
産
向
け
は

二
六
・
六
％
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
不
利
な
状
況
を
一
刻
も
早
く
解

消
す
る
こ
と
を
米
国
は
重
視
し
て
い
た
。
ま
た
、
米
中
貿
易
摩
擦
は

長
期
化
し
、
Ｕ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
議
会
承
認
も
思
う
よ
う
に
進
ま
ず
、
Ｅ

Ｕ
と
の
貿
易
交
渉
も
進
展
を
み
な
い
中
で
、
日
本
と
の
交
渉
で
具
体

的
成
果
を
上
げ
る
こ
と
は
、
ド
ナ
ル
ド
・
ト
ラ
ン
プ
米
政
権
に
と
っ

て
優
先
課
題
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
今
回
の
合
意
で
日
本
は
、
米

国
に
対
し
て
牛
肉
・
豚
肉
の
関
税
に
つ
い
て
、
Ｃ
Ｐ
Ｔ
Ｐ
Ｐ
締
約
国

と
同
等
の
待
遇
を
米
国
に
対
し
て
認
め
た
。

　

米
国
が
重
視
す
る
自
動
車
産
業
に
つ
い
て
は
、
一
八
年
声
明
に
お

い
て
、「
市
場
ア
ク
セ
ス
の
交
渉
結
果
が
米
国
の
自
動
車
産
業
の
製

造
及
び
雇
用
の
増
加
を
目
指
す
も
の
」
に
す
る
と
い
う
立
場
を
米
国

は
明
ら
か
に
し
て
い
た
。
日
本
の
自
動
車
・
同
部
品
関
税
は
す
で
に

無
税
で
あ
る
た
め
、「
米
国
の
自
動
車
産
業
の
製
造
及
び
雇
用
の
増

加
」
を
実
現
す
る
に
は
、
米
国
は
交
渉
に
お
い
て
、
日
本
か
ら
の
輸

入
増
に
つ
な
が
る
関
連
品
目
の
関
税
削
減
・
撤
廃
に
応
じ
る
こ
と
は

で
き
な
い
。
今
回
の
合
意
に
お
い
て
米
国
は
、
自
動
車
・
同
部
品
が

関
税
撤
廃
に
向
け
た
今
後
の
交
渉
の
対
象
と
な
る
こ
と
を
約
束
す
る

に
と
ど
め
た
。

　

こ
の
よ
う
に
み
れ
ば
、
日
米
両
国
は
今
回
の
合
意
に
よ
っ
て
、
交

渉
の
所
期
の
目
的
を
互
い
に
実
現
し
た
と
言
え
る
。
日
米
貿
易
協
定

を
「
ウ
ィ
ン
・
ウ
ィ
ン
」
と
す
る
見
方
は
、
こ
の
点
を
評
価
す
る
も

の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
日
本
は
牛
肉
や
豚
肉
を
含
む
重
要
品
目
の

一
部
を
Ｔ
Ｐ
Ｐ
水
準
ま
で
自
由
化
し
た
の
に
対
し
、米
国
は
自
動
車
・

同
部
品
の
輸
入
制
限
措
置
と
い
う
「
脅
し
」
の
対
日
発
動
見
送
り
を
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約
束
し
た
の
み
で
あ
り
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
で
約
束
し
て
い
た
自
動
車
・
同
部

品
の
関
税
撤
廃
に
は
応
じ
な
か
っ
た
。
こ
の
点
を
重
視
す
れ
ば
、
日

米
貿
易
協
定
は
「
不
平
等
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
だ
ろ
う
。
筆
者

は
、
一
方
的
措
置
を
振
り
か
ざ
し
、
ル
ー
ル
で
は
な
く
「
力
」
に
基

づ
く
交
渉
を
志
向
す
る
ト
ラ
ン
プ
政
権
と
の
交
渉
で
あ
る
こ
と
に
鑑

み
れ
ば
、
今
回
の
合
意
は
、
日
本
政
府
に
よ
る
「
現
実
的
対
応
」
と

し
て
評
価
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
そ
れ
は
今
回
の
合
意
が
最
終
的
な

も
の
で
は
な
く
、「
第
一
段
階
」
の
合
意
で
あ
る
と
の
前
提
に
立
っ

た
評
価
で
あ
る
。

約
七
二
億
ド
ル
の
限
定
的
合
意

　

日
米
貿
易
協
定
は
、
交
渉
開
始
か
ら
半
年
足
ら
ず
で
妥
結
へ
と

至
っ
た
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
と
い
う
交
渉
の
土
台
が
あ
っ
た
と
は
い
え
、
こ
の

ス
ピ
ー
ド
は
異
例
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
牛
肉
・
豚
肉
の
日
本
市
場
に

お
け
る
不
利
な
状
況
の
一
刻
も
早
い
解
消
を
目
指
す
米
国
が
、
早
期

合
意
を
最
優
先
し
た
こ
と
が
最
大
の
要
因
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
ト
ラ

ン
プ
政
権
は
、
協
定
を
迅
速
に
発
効
さ
せ
る
た
め
、
二
〇
一
五
年
大

統
領
貿
易
促
進
権
限
（
Ｔ
Ｐ
Ａ
）
法
第
一
〇
三
条
（
ａ
）
の
規
定
を

活
用
し
、
時
間
を
要
す
る
議
会
承
認
を
不
要
と
す
る
と
い
う
異
例
の

措
置
を
と
っ
た
。
同
規
定
に
従
い
、
今
回
の
合
意
で
は
、
米
国
が
関

税
撤
廃
を
約
束
し
た
の
は
現
行
関
税
率
が
五
％
以
下
の
品
目
の
み
で

あ
り
、
五
％
超
の
品
目
に
つ
い
て
は
関
税
の
半
減
し
か
約
束
し
て
い

な
い
。

　

こ
う
し
た
交
渉
ス
ピ
ー
ド
の
重
視
と
米
国
内
法
上
の
要
請
か
ら
、

今
回
の
合
意
は
対
象
品
目
が
限
定
的
な
部
分
合
意
と
な
っ
て
い
る
。

新
規
に
関
税
削
減
・
撤
廃
を
約
束
し
た
の
は
、
日
本
が
農
産
品
な
ど

五
九
五
品
目
の
約
七
二
億
ド
ル
（
約
七
八
〇
〇
億
円
）、
米
国
は
農

産
品
四
二
品
目（
約
四
三
〇
〇
万
ド
ル
）と
工
業
品
一
九
九
品
目（
約

七
一
・
七
億
ド
ル
）の
約
七
二
億
ド
ル
で
あ
る
。こ
の
意
味
に
お
い
て
、

日
本
政
府
が
主
張
す
る
と
お
り
、
今
回
の
合
意
は
「
農
産
品
と
工
業

品
に
つ
い
て
、バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
内
容
」（
茂
木
敏
充
外
相
）に
な
っ

て
お
り
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
好
む
「
相
互
主
義
（reciprocity

）」

に
も
適
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
七
二
億
ド
ル
は
日
本
の
対
米
輸
出
総

額
一
五
・
五
兆
円
（
二
〇
一
八
年
）
の
わ
ず
か
五
％
の
規
模
に
す
ぎ

な
い
。

　

こ
の
よ
う
な
限
定
的
な
部
分
合
意
と
な
っ
た
た
め
、
日
米
貿
易
協

定
に
は
Ｗ
Ｔ
Ｏ
協
定
上
の
疑
義
が
生
じ
て
い
る
。
日
本
政
府
に
よ
れ

ば
、
同
協
定
に
お
け
る
関
税
撤
廃
率
は
、
日
本
が
約
八
四
％
、
米
国

が
約
九
二
％
（
い
ず
れ
も
貿
易
金
額
ベ
ー
ス
）
で
あ
る
と
さ
れ
て
い

る
。
た
だ
し
、
米
国
の
数
字
に
は
、
米
国
が
将
来
関
税
撤
廃
に
応
じ

る
と
日
本
政
府
が
見
込
ん
で
い
る
自
動
車
・
同
部
品
の
金
額
が
含
ま

れ
て
い
る
。
こ
れ
を
除
け
ば
、
米
国
の
関
税
撤
廃
率
は
六
割
を
切
る
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と
み
ら
れ
る
。
Ｗ
Ｔ
Ｏ
協
定
（
関
税
貿
易
一
般
協
定
〔
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｔ
〕

第
二
四
条
）は
、先
進
国
間
の
貿
易
協
定
に「
実
質
上
す
べ
て
の
貿
易
」

の
関
税
を
撤
廃
す
る
こ
と
を
求
め
て
お
り
、
関
税
撤
廃
率
九
〇
％
が

そ
の
目
安
と
さ
れ
て
い
る
。
今
回
の
協
定
が
こ
れ
を
満
た
し
て
い
る

と
は
言
い
難
い
。

　

米
国
の
譲
許
表
（
附
属
書
２
）
に
は
、「
自
動
車
・
同
部
品
関
税
は
、

関
税
撤
廃
に
関
す
る
更
な
る
交
渉
の
対
象
と
な
る
」
と
の
み
記
載
さ

れ
て
い
る
。
少
な
く
と
も
、
こ
の
文
言
の
み
を
も
っ
て
は
、
米
国
が

将
来
の
自
動
車
・
同
部
品
関
税
の
撤
廃
を
約
束
し
た
と
み
な
す
の
は

無
理
が
あ
る
。
現
時
点
に
お
い
て
、米
国
の
関
税
撤
廃
率
に
自
動
車
・

同
部
品
の
分
を
含
め
る
こ
と
に
は
疑
問
を
呈
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

厳
し
い
交
渉
が
予
想
さ
れ
る
「
第
二
段
階
」

　

今
回
の
日
米
貿
易
協
定
は
、「
第
一
段
階
の
初
期
関
税
協
定
」

（
U
S
T
R
）
に
す
ぎ
な
い
。
日
本
も
有
税
工
業
品
に
つ
い
て
は
一

切
譲
許
し
て
い
な
い
な
ど
、
第
二
段
階
の
交
渉
を
前
提
と
し
た
内
容

と
な
っ
て
い
る
。
今
後
の
交
渉
に
よ
っ
て
、
日
米
貿
易
協
定
を
Ｗ
Ｔ

Ｏ
協
定
上
疑
義
の
な
い
も
の
へ
と
発
展
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。

　

一
九
年
声
明
で
は
、
日
米
貿
易
協
定
発
効
後
、
四
ヵ
月
以
内
に
協

議
を
終
え
、「
互
恵
的
で
公
正
か
つ
相
互
的
な
貿
易
を
促
進
す
る
た

め
、
関
税
や
他
の
貿
易
上
の
制
約
、
サ
ー
ビ
ス
貿
易
や
投
資
に
係
る

障
壁
、そ
の
他
の
課
題
に
つ
い
て
の
交
渉
を
開
始
す
る
意
図
で
あ
る
」

と
さ
れ
て
お
り
、
第
二
段
階
の
交
渉
は
早
け
れ
ば
来
春
に
も
始
ま
る

こ
と
と
な
る
。

　

米
中
摩
擦
や
米
大
統
領
選
挙
日
程
な
ど
を
考
え
る
と
、
交
渉
が
早

期
に
進
展
す
る
可
能
性
は
高
く
な
い
が
、
交
渉
が
本
格
化
す
れ
ば
、

包
括
的
な
貿
易
協
定
を
目
指
す
米
国
は
、
二
二
項
目
に
わ
た
る
〈
対

日
貿
易
交
渉
目
的
〉
に
基
づ
き
、
農
産
物
市
場
の
さ
ら
な
る
開
放
や

為
替
条
項
の
導
入
な
ど
、
い
く
つ
も
の
難
題
を
日
本
に
突
き
付
け
て

く
る
だ
ろ
う
。
農
産
物
に
つ
い
て
は
、日
本
の
譲
許
表
（
附
属
書
１
）

に
、「
米
国
は
、
将
来
の
交
渉
に
お
い
て
、
農
産
品
に
関
す
る
特
恵

的
な
待
遇
を
追
求
す
る
」
と
明
記
さ
れ
て
い
る
。

　

日
本
は
今
後
の
交
渉
で
、
こ
れ
ら
の
米
国
の
要
求
に
対
応
す
る
一

方
で
、
米
国
か
ら
自
動
車
・
同
部
品
関
税
の
撤
廃
を
勝
ち
取
ら
ね
ば

な
ら
な
い
。
日
本
は
す
で
に
、
第
一
段
階
で
最
大
の
カ
ー
ド
で
あ
っ

た
牛
肉
・
豚
肉
の
自
由
化
に
応
じ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
他
方
、
米
国

が
、
交
渉
が
難
航
し
た
場
合
に
自
動
車
・
同
部
品
へ
の
輸
入
制
限
措

置
の
対
日
発
動
を
蒸
し
返
し
て
く
る
可
能
性
は
拭
い
切
れ
な
い
。
ロ

バ
ー
ト
・
ラ
イ
ト
ハ
イ
ザ
ー
米
通
商
代
表
が
、
今
回
の
日
米
首
脳
会

談
後
に
、「
現
時
点
で
」
同
措
置
の
対
日
発
動
は
な
い
と
発
言
し
て

い
る
こ
と
が
気
に
か
か
る
。
第
二
段
階
の
交
渉
は
日
本
に
と
っ
て
厳

し
い
も
の
に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
●




